
　
六
月
三
日

　
十
時
半
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
打
合
わ
せ
。
広
島
市
立
大
学
平
和
研
究
所
教
授

水
本
先
生
、
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
根
木
さ
ん
、
広
島
県
総
務
企
画
部

出
原
さ
ん
と
。
六
日
の
広
島
で
の
会
議
の
準
備
会
。
素
人
家
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
を
藤
沢
・
高
橋
さ
ん
の
家
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
す
る
事

に
し
た
い
。
先
ず
高
橋
さ
ん
の
了
解
を
得
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
十
三
時
Ｄ
Ｉ

Ｙ
本
打
合
わ
せ
。
十
四
時
新
木
場
杭
の
件
打
合
わ
せ
。
十
五
時
過
研
究
室
発

池
上
本
門
寺
伊
藤
さ
ん
宅
打
合
わ
せ
、
後
本
門
寺
境
内
を
歩
く
。
幸
田
露
伴
、

文
の
墓
が
あ
っ
た
。
露
伴
の
五
重
塔
は
谷
中
の
五
重
塔
だ
っ
た
筈
だ
が
、
墓

は
池
上
な
の
か
。
力
道
山
や
市
川
雷
蔵
の
墓
も
あ
る
ら
し
い
。
池
上
駅
前
の

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
ス
タ
ッ
フ
と
打
合
わ
せ
。
十
九
時
半
修
了
。
二
十
一

時
過
世
田
谷
村
帰
着
。
墓
地
を
歩
く
の
が
気
持
よ
く
な
っ
た
の
は
年
の
せ
い

か
な
。
鈴
木
博
之
先
生
は
若
い
頃
か
ら
す
で
に
年
を
と
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。

　
夜
、
満
月
が
空
一
杯
を
照
ら
し
て
い
る
。
長
安
一
片
の
月
の
詩
を
思
い
お

こ
す
が
、
西
安
で
視
た
月
は
随
分
煙
で
汚
れ
て
い
た
。
現
代
中
国
の
都
市
風

景
か
ら
李
白
や
杜
甫
の
如
き
詩
が
生
み
出
さ
れ
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
な
。

　
六
月
四
日

　
八
時
起
床
。
昨
夜
の
月
は
凄
か
っ
た
。
そ
う
想
う
自
分
が
い
た
ん
だ
ろ
う

が
。
ゴ
ー
ン
ゴ
ー
ン
と
階
下
で
音
が
す
る
の
で
降
り
て
み
た
ら
前
橋
の
森
田

工
業
二
代
目
が
現
場
に
入
っ
て
い
た
。
十
時
半
五
反
田
ト
モ
コ
ー
ポ
。
社
長

と
打
合
わ
せ
。
十
三
時
研
究
室
。
馬
場
邸
ア
パ
ー
ト
他
打
合
わ
せ
。
十
五
時

過
出
。
十
七
時
中
央
林
間
、
森
の
学
校
古
木
氏
等
と
打
合
わ
せ
。
十
九
時
過

迄
。
二
十
一
時
世
田
谷
村
帰
着
。
二
十
二
時
新
木
場
杭
工
事
見
積
り
届
く
。

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
数
字
が
杭
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
る
。
二
十
三
時
過
友

岡
社
長
と
電
話
で
対
策
を
相
談
す
る
。
ゼ
ネ
コ
ン
の
見
積
り
の
何
処
を
信
用

し
た
ら
良
い
の
か
益
々
解
ら
な
く
な
る
。
設
計
家
の
役
割
の
大
半
は
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
事
を
い
よ
い
よ
確
信
す
る
。
市
場
主
義
の
本
質
が
コ
ス
ト

の
隠
蔽
で
良
い
筈
が
あ
る
わ
け
な
い
が
、
現
実
は
コ
ス
ト
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
体
が
作
動
し
て
い
る
の
も
現
実
で
あ
ろ
う
か
。

人
間
の
労
働
の
尊
厳
自
体
が
マ
ネ
ー
の
不
透
明
さ
に
よ
っ
て
も
て
遊
ば
れ
て

い
る
の
だ
。

　
今
夜
の
月
も
大
き
い
が
昨
夜
の
冴
え
は
す
で
に
な
い
。
梅
雨
入
り
間
近
ら

し
い
が
、
そ
の
直
前
の
変
異
の
一
瞬
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
六
月
五
日

　
八
時
前
起
床
。
十
時
半
研
究
室
幸
脇
さ
ん
来
室
。
十
三
時
研
究
室
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
。
忍
田
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
態
勢
を
固
め
る
べ
く
考
え
を
述
べ

る
。
こ
の
計
画
は
大
事
に
し
な
く
て
は
。
石
井
が
何
処
ま
で
出
来
る
か
試
し

て
み
よ
う
。
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
は
か
な
り
大
き
そ
う
だ
。
ア
ベ
ル
・
エ
ラ
ソ

よ
り
チ
リ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
報
告
。
私
は
チ
リ
の
バ
ロ
ッ
ク
建
築
に
関

心
が
あ
る
の
だ
が
。
十
五
時
設
計
製
図
講
評
会
。
毎
年
新
し
い
三
年
生
の
才

質
を
見
る
の
が
楽
し
み
な
の
だ
が
、
ど
う
や
ら
今
年
は
低
調
な
よ
う
だ
。
李

祖
原
も
二
〇
時
迄
つ
き
あ
う
。
明
日
彼
は
台
北
に
戻
る
。
毎
年
、
年
毎
に
学

生
と
の
年
齢
も
レ
ベ
ル
も
距
離
が
開
き
続
け
の
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
、

本
当
に
人
材
が
払
底
し
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
る
。
要
す
る
に
大
人
に
な
る
の

が
遅
過
ぎ
る
の
だ
。
先
生
方
と
久
し
振
り
に
会
っ
た
の
で
会
食
。
遅
く
世
田

谷
村
に
戻
る
。
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武



　
六
月
六
日
　
日
曜
日

　
五
時
半
起
床
。
家
内
が
私
の
代
わ
り
に
富
士
嶺
観
音
堂
の
落
成
式
に
出
る

の
で
、
そ
の
あ
い
さ
つ
の
原
稿
を
作
る
。
六
時
半
世
田
谷
村
発
、
七
時
五
〇

分
発
の
の
ぞ
み
五
号
で
広
島
へ
。
車
内
で
ウ
ト
ウ
ト
と
眠
り
、
講
演
の
ス
ラ

イ
ド
を
組
み
直
す
。
今
日
は
広
島
で
Ｊ
Ａ
（
農
協
）
の
婦
人
会
員
千
五
百
人

の
会
で
、
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
の
話
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
二
時
前

広
島
着
。
Ｔ
Ａ
Ｘ
ｉ
で
国
際
会
議
場
へ
。
丹
下
健
三
設
計
の
ひ
ろ
し
ま
ピ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
内
の
大
会
議
で
あ
っ
た
。
食
事
を
し
な
が
ら
講
演
準
備
。
国
近

さ
ん
、
平
岡
さ
ん
と
再
会
。
十
三
時
四
〇
分
講
演
。
明
日
へ
の
ヒ
ン
ト
「
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
題
目
。
千
五
百
名
の
Ｊ
Ａ
広
島
レ
デ
ィ

ー
ス
メ
ン
バ
ー
対
象
。
流
石
に
千
人
を
超
え
る
聴
衆
を
相
手
に
す
る
と
気
合

い
が
入
る
。
菅
平
の
開
拓
者
の
家
を
始
ま
り
に
し
て
、
私
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、

十
勝
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
塔
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
の
病
院
、
ブ
ッ
ヘ
ン
バ

ル
ト
の
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
殺
人
収
容
所
、
そ
し
て
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ひ
ろ
し
ま
ハ

ウ
ス
建
設
の
道
筋
で
話
し
た
。
良
く
聴
い
て
く
れ
た
の
感
触
が
あ
っ
た
。
ひ

ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
建
設
の
寄
附
を
つ
の
る
た
め
の
講
演
で
あ
っ
た
が
、
、
私
に

も
話
し
な
が
ら
新
鮮
な
感
動
が
あ
っ
た
。
講
演
後
前
広
島
市
長
の
平
岡
さ
ん

が
、
Ｊ
Ａ
レ
デ
ィ
ー
ス
よ
り
寄
附
金
を
贈
呈
さ
れ
る
の
に
立
会
い
、
修
了
。

「
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
」
　
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
私
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
の
一

つ
を
成
す
も
の
で
あ
る
事
を
自
身
再
確
認
で
き
た
の
が
収
穫
で
あ
っ
た
。
十

五
時
前
講
演
修
了
。
平
岡
さ
ん
等
と
広
島
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
移
動
。
広
島

市
の
市
民
運
動
団
体
、
東
京
か
ら
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
、
広
島
カ
ン
ボ
ジ
ア
市

民
交
流
会
の
人
達
二
〇
名
程
と
初
会
合
。
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
建
設
運
動
が
初

め
て
、
広
島
市
民
の
ス
ケ
ー
ル
で
認
知
さ
れ
た
の
か
と
感
慨
深
い
。
会
合
は

十
七
時
か
ら
十
九
時
ま
で
。
修
了
後
、
間
近
の
ペ
ル
ー
料
理
屋
で
二
〇
名
程

の
会
食
。
平
岡
さ
ん
等
と
談
笑
。
平
岡
敬
氏
は
今
、
七
十
七
才
で
あ
る
事
を

知
る
。
平
和
運
動
を
具
体
的
に
主
張
し
続
け
た
名
市
長
の
根
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
本
懐
で
あ
る
事
を
知
っ
た
の
が
良
か
っ
た
。
早
稲
田
の
根
深
い
、
良

質
な
伝
統
だ
な
こ
れ
は
。
反
体
制
で
は
な
い
。
反
権
力
な
の
だ
、
や
は
り
。

ビ
ー
ル
を
程
々
に
い
た
だ
き
そ
れ
で
も
二
十
二
時
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
良
い
一
日
で
あ
っ
た
。
今
日
は
広
島
で
沢
山
の
人
を
相

手
に
話
し
、
町
づ
く
り
の
現
場
で
の
数
々
を
想
い
起
こ
し
た
。
平
岡
さ
ん
と

話
し
な
が
ら
、
今
私
が
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
日
本
の
農
業
、
農
産
物
と
、

私
の
食
生
活
、
そ
し
て
身
体
の
健
常
さ
の
尺
度
の
問
題
、
を
具
体
的
に
考
え

る
糸
口
が
少
し
ば
か
り
視
え
て
き
た
。
利
根
町
百
人
ス
ク
ー
ル
で
や
ろ
う
と

し
て
い
る
問
題
は
間
違
い
で
は
な
い
。
確
信
に
満
ち
て
、
と
言
え
ば
嘘
に
な

る
が
、
そ
れ
で
も
、
や
っ
て
み
る
価
値
は
あ
る
の
だ
。
二
十
二
時
三
〇
分
ベ

ッ
ド
に
横
に
な
る
。
深
い
眠
り
に
入
る
事
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
解
ら
な
い

け
れ
ど
、
と
り
敢
え
ず
横
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
今
日
は
す
で
に
十
八
時

間
頭
を
使
い
続
け
て
い
る
か
ん
じ
ょ
う
に
な
る
な
。

-315-2-

in


